
飛鳥寺本尊・111田寺仏頭の実測調査と推定復原
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'.I]T£iJliJ:w:が仏像の実測調ftに応用されるようになって， 正確な記録保存ばかりか， 従米比

較的'J!j；閃視されていた仏像のプロポーションについてがf知見を提供するととろとなったcN:

報J 1971 〕。 ここでは， ともに当初jのほi却のみが現存している飛鳥寺本尊， および山田苛イム頭

〈興稿ミ守政）の実測調公成果を紹介するとともに， 現状lとおいて可能な推定佐原を試みた。
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飛鳥寺本尊 「飛鳥｝.：.

仏」と通事Jiされている現

在の安居院本尊金銅釈迦

!m51主主仏像は， わが回以初

の本絡的ミIJ'院である法興

寺〈飛応寺〉の中金1:1-:本�'j.

で， 到存i註古の仏像であ

る。 しかし｛象は1 11mーにお

いて以坐になるなど荒泌

して， 休部の:J£11t｝がいち

じるしく， 当初の部分は

わずかlζ副部と右手の一

／司IIζしか；忍められない。

�測調査は， その当初jの

JiJi却について試みた。 第

Hき｜｛ζ示したように， そ

の川向形の耳目i務， 杏仁）膨

の両l札j「i弓につらなる

大きめのよ：.：，. 裟， 平作jでか

つft（放な額と髪際線など

！と， 法隆寺釈迦三尊に共

通するJ上利式仏像の特色

がし、ちじるしい。 しかし

げI：災による顔，ffiの京みが

めだち， 実�(IJ[きiのように

,E中綿をふt梁（ζ求めた｝l,}

合， 顔而はややたに似つ



飛鳥苛2本’ii�：・山IF!寺仏i"iJiの尖d{lj凋伐と打i：定彼Jj\'!

ているのが確められる。

現状で当初jと認められる部分は，調，tjJULの

t�I＝.ニ状と造形的特色から判別して， 顔f(1j l乙 !JS

小している。うち，当初］の塑j診を11えもよく｛ム

えているのは， �際線以下の矧・j,lijJi�i・両

｜阪・ムI梁である。第l図lζ示した1～10と，

a ・bの出�分は，ゆjらかに吋旬］ないし後Ill:

における象候・当て会の布ll修郎分である。

うち， 7 (9.0 × 30.0cm）と8(3.8XIO目，lcm) （ま’

f愛 1mの折j）！占り産i'I"

乙れらは当初の象！炭f侭分が欠タよしたためIζ 

告Iiわれたものとみられる。 また a (14.0X 

10.Sx 11.6 × 7.8cm） とb(20.0 × 9.5 × 23.0X9.3

cm）は，銅板を打ちだして鋲止め（径0.7～0.8

cm） しであり， ζとにaでは， 鋲！と ＇＇＼初jか

らの鍍金が認められるから， これらはし寸
ど

れも当初の処理とみられる。 このように当 節2図 飛鳥·：；！j，・＊�
ー
頭部

�JJのmrniはかなりいちじるしかったものとみられ， それが1,li} I以から＇＂州[IJ1fli郎にかけて多く認

められるのは注目されよう。 鍍1ミはHiかに点状lこ｛ti ） ，件l伝のド，1,lijl[�の似？，：の』；,I.＇.だ1il,jfl[IJi(!j,

Z：小』；，1.の脇， 主将rnii分のものがその主なものである。

以上のように， 飛鳥守本尊の如ta1はかなりの補修が胞されているが， それでも、11 FJJのWI診

が比較的よく伎り， ζとに!11:際線（地�の！弘さ0.2～0.3cm）およびj,1,jlt'jから』；,I.：設に述なる俊線，

さらに弾力のある芥仁j彩のjil,jl削除の刻総は， いずれも叶初のタ-Ji;r,・久LFl！を成しておμ、。 特色

のあるのは両l削除で， おのおのの上・1�·1�臓の紋が∞
’ ド状lζ有機的iζj止続しており， 法｜後寺

金堂本尊などよりかなり断道で，立Ji1fliの表 ·m ，ζ効的な変化を与えている。 ζれはJI.:平I］派の仏

像のi削除における造形的特色としてn； 白される。

第31玄1は， 頭部の�：ri;側且成果をもとに， 主として法｜降イ1・ -<i::1;1:：釈泡！三担保を参巧•（ζし， ほ

かに＇.！�抑調査叫lζ確認された�， FJJの台風E， 像. I協 怖の （，
＇

r.ii"，：などの資料lζもとづいて作成した

舵定｛刻版図である。 一光三』�（式の単身光は， 法｜盗苛・釈迦三尊｛象をもとlζ， かつては法隆c;'f'・像

においても｛、j·いていた飛天を配し c 'llj.i.（銘光背参照）• ,,,,ma 侍も同｛匁におけるj協作を参Jt,·にし

て配した。iLUJ，遁となるのはj限装郎分の大きさであるが， これは発JJ11i調介：，cょっ・てMr
i
：認された

1f』さ2.4尺，京i!!:il3.3尺， 南北9.5尺の.／El刈お・-IJUiの）＆N!Iζもとづいたためである（『飛鳥寺発御

調査報告LI詩文研学報ITT s Jill参！！（｛〉。 J,Uf＇！は， 上而が 、 JZらに仕上げられ， 引｛象の凶iJIIJにA王将の膝

），�成郎が当ったとみられるっくり出しと， 現像の1il,j(J[IJ｛ζ：�
侶
ーが叶ったとみられるJIIJみが必め
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られ， さらに後方lζは， 径9寸

深さ9寸の穴が東西ほほ対;f#Ji ！ζ

姉られており， これらは脇侍像

の立った納穴と推定される。 し

たがって， 本尊および脇侍は乙

の基壇上Iζ直接安置されたもの

と考えざるを得ないから， 推定

復原図における三尊の位置もそ

れに従った。 本尊lの像高はまず

越壇上而の両！膝部が当ったとみ

られるっくり出しから！漆張の長

さを推定し， 乙れをもとに法隆

寺金堂釈迦三尊の中尊にならっ

て，)I奈張とほぼ同じ数値の自宅

高をとって決定した も の であ

る。 これは， 古代仏像の比例の

！京WJ， つまり白老高がほぼj膝張

』ζ一 致すること（『年報』1970参

mo を逆に応用したもので， 頭

部しか現存しない飛鳥寺本部［の

ような作例の丈日を佐原的に推

第3図 飛鳥苛r本尊〔i1t定後原図 定する乙とも可能となったわけ

P.i'l 4図 山悶考仏fiJi�i告II底而
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である。

山田寺仏頭 興福寺lζ所蹴される旧山田

守仏iiJlが， 685（天武13）年』ζ蘇我企山1£1石川

麻呂O)jJ誌協のために造られた飛J.� d1 W "1-J"'tiYt 

訟の丈六金銅像の国部で， 1187（文治 3 ）年

lζ 興偏奇・:rli金堂 lと移され， 1411（応永18）年

lζ舵災して体郎を失い， 1937（昭和 12）年来

金立の修.mi，ζ際して須弥1*の下から発見さ

れたことはあまりにもよく知られている。

第5図は， 写真測祉にもとずく山田守仏

iiJiの正・（J!1Jff1i図であるが， 乙のJJ)；合は， 体

i郁が失われて当初の頭部における上
守

卜·，，リき



飛鳥苛z本問・山111ミ包＇仏政の実1J!IJ��日fl：と打i：定復Jjfi

が不明であるため， かりに当初の顔の1,1] きに＆：も近いフランクフノレト基準而〈入額学上，l夜寝

下の凹みと耳王次長が水平な而） Iζ従って図化をおこなった。 日7而図にみるように， 本仏ITJiの場

合でも罷災による顔而の歪みが生じており， ことにiiJi郎のた側而においてそれがいちじるし

い。 木仏頭が頭上郎を欠損しているため， その内絡に8似の型持（3.8X4.5～5.6 × 4.5cm） ・

4本のとうがい＠J (3.5～6.5cm） が認められるなど， 上代金銅仏像の鋳造技法を知るための好

例の作例である乙とはよく知られているが， 実測図でもllj］らかなようにl.iJil取における鋳銅は

前方において以く（2.5cm）， 後方では 比絞（1�17：れ、（0.3～0.5cm）。 また， f,J.j造11".'iのガス気泡に

よる「すJは比較的上方lζ著しく，iiJi上却の欠Kiもそのためによるものかと推測される。 ま

た， i本部につながる破損部は，t洋地ll!ylCおけるひき；＇iリれが！点閃であったとみられ，iF 11師や，

it待りの三迫下lζ， 当初の補修である象似〈鋳からぐり〉 の泌跡が沼められる。 第41立1はE「i

郊の底面から内却をみたものであるが， これによってもlljjらかなように， 副部と互TUWsとのつ

け似；�l分に鋳かけによる鋳鋼が空仰をめぐって附泊しているから， このj払合においてもf,).y造

11.Jのtill修がいちじるしかったものと認められよう。

実測凶で注:Ci：されるのは， 当初Jの悩線がほぼ；Jく τr: )il11Jを向いている点である。 倣定彼版区i

（釘6図〉は， 乙のほぼ水平な仰紋を市制して， 京京 i米 太子＇i'釈迦倣はじめ， 白J\lll与代の小金

銅仏 ・ 1i!{.1L、 ・ 法隆寺.\l,!filliなどを参巧ーにして作成した。

i主防｛図作成のうえで与市長した条件を記せば次の通りである。(1）実i)(l]Jl二i1ii閣でもIYJらかなよ

うに，iiJ�f,fl左半部はm：災による rtEみがぷ：しいので， 試みlζ否みの比較的少ない右半郎を，r.i-11

紋で反1liしてl11l ii二した。（2）休部は， 上代の仏像！と支配する比例の阪ll!Jを応用して作成した。

第5 jgj 山Ill寺仏fiJi実�llJl:iil
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乙の際，｛象高が不l別であるため， 仮lζ薬師寺金堂本耳�｛（ζならって定めた。 比例の原則とは，

a l漆張を直径とする門を像の正ij，線上で地つきに接して描いた場合， 上j司が仏頭の自宅位置

に当る乙と， bその円の I jJ心を:iillり， 結協1した）践に接する紘と， 別lζ三道ドlζ日iいた水平線

とが日で交わる ζ と， である。 ただし， ζ の原則は丈六の結幼I�夫坐の姿勢におけるものであ

るから， 傍｛象と推定される本仏碩では両側lは路下げられて， 結果としては膝眼は短縮されて

いる。（3）両脚を妨下げたいわゆる術像の形相は， さきにも述べたように仏頭の視線がほとん

ど水平方向を向いているため， 乙れIζ類する白鳳諸仏にならって定めた。（4)1j:t尊の台座・光

？？は， 来(li[i寺金堂本尊・勧修寺�！$.長・法隆寺盛岡,r��仏の例lζならって， いわゆる宣字形台

座lζ談所＇.J巴光子？とした。 両足下lζ踏まえる迎撃も同級である。（5）両脇侍｛象は， かつて乙の像

の脇侍であったと推定される現興制寺東金堂脇侍をもって ζ れに当てた。（6)1k出の規校は，

ill在の山田寺講�；礎石の現状から， 当初7間堂であったものと推定， これに応じて， ，.， ,jと聞

に， ,, ·��，：， その阿lltkのIfりに名l協伴が｛立山するように配した。

第6図 山間寺三時｛象推定復原図

以上のように， g」従量(i'j却だけが成る上代仏像を'.EftUJIリ泣｛ζより実測し， 試みlζ推定絞版図

を「l：町長したが， もとよりその作風や意匠など詳細にわたっては不明な乙とが多い。 しかし，

ii� lia：な実測図をもとに， 少くとも当初jの丈虫なり続投：を倣測してみることは， 月iiζ仏像の話i

JJ；（的検討だけにとどまらず， 寺院.l:11: • ；立物. ij：築造椛・火：献笥：の総合的な検討を促すものと

して今後｛ζJO]侍されるものが少なくない。
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